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場所は，ラフやバンカー周りなど刈り
込み回数が少ないエリアに発生する。
チガヤに対するアンケートの回答は，
「防除が困難であり，従来からずっと
問題となっている」という答えに長年
集約されていた。しかし，「防除が困
難である」という回答がこの数年で大
きく減少している。これは，除草剤抵
抗性問題とは全く正反対であるが，チ
ガヤに対して効果の高い除草剤が近年

登録を取得したことから，現地での対
策が功を奏したものである。
我々が数百通りの処方の中から，芝
への安全性と雑草への効果を両立する
ために知恵を絞ったり，散布水量やノ
ズル，散布タイミング等を変えてみた
りしても，除草効果の高い薬剤には到
底勝てない。日本のように四季があり，
多くの雑草が発芽を待っているような
国で，永年作物である芝を対象に安全

性を担保しつつ，常に管理作業のスト
レスを受けているスポーツターフの中
の雑草防除を行うことは，世界の雑草
防除の中で最も難しいことである。そ
して，全国の防除業者は日々苦しみな
がら多くの課題を解決していると思
う。是非，多くの方々の知識や問題解
決に向けたサポートを受けながら，今
後も抵抗性問題に向かっていきたいと
思う。

昔こんな話があったそうだ。
村のはずれに河童淵と呼ばれる深い淵があった。ある夏の日，

村の若者が馬に荷車を曳かせて河童淵までやってきた。あまり
に暑く，馬の足を淵で冷やしてやろうと馬を淵に入れ，自分も
涼しいところで休もうとすぐ側の草むらの陰に入り込み寝てし
まった。するとそれを見ていた河童が，その馬を淵に引きずり
込もうと足を引っ張った。馬はびっくりして河童を引きずった
まま淵から飛び出した。飛び出した拍子に荷車が外れたが，馬
はお構いなしに走り，自分の家の馬屋に飛び込んだ。
すると今度は河童の方がびっくりして，目の前にあった飼葉

桶をひっくり返した。ひっくり返ったはずみに飼葉桶の中から
2本のキュウリが飛び出した。河童は大喜びでそのキュウリを
つかむと飼葉桶の中に隠れた。家の人たちは，若者が戻らず馬
だけが帰ってきたのに驚いて馬屋をのぞいてみると，飼葉桶が
ひっくり返っていてその中からなんだかポリポリという音がす
る。不思議がって飼葉桶を開けてみると河童がキュウリを手に
もって齧っていた。家の人は「河童はキュウリが好物だとはい

うが，おまえ，こんなところで何をしている」といった。河童
は両手を合わせて謝り，家の人は「もうこんな悪さをするなよ。
もうキュウリはやれんが，今度の春には淵の周りの丘に揉むと
キュウリの香りのする草が生えるからそれで我慢しろ」といっ
て許してくれた。それから河童も言うことを聞いて，キュウリ
の香りだけで我慢するようになった，ということである。
キュウリグサはムラサキ科キュウリグサ属の越年草。史前帰

化植物ともいわれ，全国の畑地，畦畔，路傍，空き地などに
普通。冬季はロゼットで過ごし，春に茎を伸ばし背丈は 15cm
～ 30cm。花期は 3月～ 5月，茎頂にサソリ型花序（巻散花序）
をつけ，花が咲きあがるにつけ 5cm～ 20cmに伸び，真っす
ぐになる。花色は淡青色～淡紅紫色，直径 2mmほどでワスレ
ナグサの 1/3 ～ 1/4 の大きさ。キュウリグサの名は，牧野植
物図鑑に「生の葉を揉むとキュウリの香りがするから」とある
が，「植物記」には「キュウリグサの名がある事を知った」と
あり，特に牧野富太郎が与えた名ではないようである。
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はじめに

キク科一年生あるいは多年生雑草のナ
ルトサワギク(Senecio madagascariensis 
Poir.) は，2006 年に外来生物法（特
定外来生物による生態系等に係る被害
の防止に関する法律）により特定外来
生物に指定された。南アフリカあるい
はマダガスカル原産とされるナルトサ
ワギクは，オーストラリア，ハワイ，
日本，ブラジル，アルゼンチン，ベネ
ズエラ，コロンビア，ウルグアイ，ケ
ニアなどのいくつかの国への侵入が確
認され，緑地や採草地などで繁茂し問
題となっている（Wijayabandara et 

al. 2022）。日本では主に西日本の緑
地に分布し，株化した個体が通年開花
し風媒で種子を散布供給するため，発
生地周辺の農地や草地にも侵入しつつ
ある。さらに，アレロパシー作用も
報告され（Iwasaki 2007），在来種に
対する危険性も高い。また，本植物
は有毒なピロリジジンアルカロイド
を含むため（藤井・橋爪 2005; 黒川 
2020），ヒトや家畜への安全上，防除
が急務であるが，これらの植物に対す
る防除技術を検討する際には，法律に
基づいた管理施設や取り扱いが必要で
あるなど，迅速な検討ができないのが
実状である。

植調協会では 2018 年度より，本草
種を対象とした防除技術の開発に着手
し，いくつかの結果が得られたので報
告する。

兵庫県の淡路島における
ナルトサワギクの分布

ナルトサワギクは，1976 年に徳島
県鳴門市で発見されてから，徳島県，
兵庫県，大阪府，和歌山県でも広がっ
ているのが確認され，その後，福岡県，
佐賀県，高知県，香川県，岡山県，奈
良県，三重県，滋賀県，静岡県，千葉
県，福島県で確認されている（https://
www.nies .go. jp/biodivers i ty/
invasive/DB/detail/81060.html）。
さらに，熊本県の放牧地（林 , 2020 
植調協会内部報告），京都府長岡京
市（https://www.city.nagaokakyo.
lg.jp/0000008701.html），愛知県（山
田 2021）でも確認され，2023 年 2
月現在 2 府 12 県に及んでいる。

藤原（2020）は，2007 年～ 2008
年に兵庫県の淡路島でダム湖周辺を中
心に詳細な分布状況を調査した。それ
によると 1980 年代以前に施工された
ダム湖周辺ではナルトサワギクの分布
がほとんどみられなかったが，1997
年以降に施工されたダム湖周辺ではナ
ルトサワギクの優占度の高い群落が多
くみられていた。

植調協会でも 2019 年～ 2020 年に
淡路島での発生状況を調査した（図
-1）。淡路島島内におけるナルトサワ
ギクの分布は全島で確認され，藤原の
報告と大きな違いはなく，南向きに開
けたところが多く，道路脇のフリーフ
レームや切通し法面，圃場法面，休耕
田，イベント跡地や放棄された造成地

などで大きな群落が目立ったが，北面
や樹林の中では見つけることができな
かった。生育場所の土壌水分について
は，乾いたところから湿潤なところま
で適用幅が広いことが指摘されている
が（Sindel 2009），非農耕地で滞水
するような環境では生育が劣るようで
あった。

淡路島島内では，高速道路のパーキ
ングのコンクリートの隙間や建物が取
り払われて更地化した箇所，放棄さ
れた建物の庭先，さらには標高 600m
の諭鶴羽山の山頂付近の諭鶴羽神社の
駐車場でも分布が確認された。また，
島の北部より南部での発生が明らかに
多かった。

Tsutsumi（2011）によると，気象
的に淡路島は，徳島県の鳴門海峡を挟
んだ地域や大阪府と和歌山県の紀淡海
峡を挟んだ地域を含めてナルトサワギ
クの「suitable」な中心地域とされ，
植調協会の調査でも特に淡路島南部で
の発生が顕著に多いことが確認された。

一方，淡路島ほどではないが分布
の可能性が指摘される兵庫県の本
州側では，西宮市の武庫川河川敷

（http://plants.minibird.jp/kansai/
kansa i50/kansa i_na/con_na/
narutoSawagiku/narutoSawagiku.
tml）や，尼崎市南初島町の埋め立て
地（http://kanmita1.com/kan3/
ikimono/hana/0744-a.htm）で確認
されている。1954 年に加古川市で
1983 年に神戸市北区で見つけられた
コウベギク（横山 1986）は，その後
の地域開発や神戸市北区の冬季の低温
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などでみられなくなっているようであ
る。コウベギクは後にナルトサワギク
と同種とされた（木下ら 1999）。

有効除草剤の探索

2018 年に，南あわじ市で生育する
ナルトサワギクを対象に，いくつかの
茎葉処理剤の効果について検討した

（穂坂ら 2019）。
試験場所は南あわじ市の池塘の 2m

×50m の範囲で，野生のシカによる食
害で残存するナルトサワギクが優占す
る群落であった。

ナルトサワギクの草高（20cm ～
60cm）から株ごとに S 株（～ 41cm），
M 株（～ 55cm），L 株（～ 60cm） に
区分し，いずれかの株が 1m×1m 内
に 1 株ずつ含むように区を設定した。
2018 年 8 月 1 日に全面茎葉処理した。
散布水量はいずれも 100L/10a，展着
剤は無加用で，3 反復で行った。処理
後，経時的に観察調査を行った。

供試した薬剤と結果を表-1に示した。
処理薬剤の中で，樹木等に適用のあ

るグリホサートカリウム塩液剤，グル
ホシネート液剤，アシュラム液剤で
は，低薬量，高薬量とも処理後 15 日

目頃には効果が現れ，29 日目には全
株が枯死した。ビスピリバックナトリ
ウム塩液剤は高薬量では処理後 29 日
目までに効果は完成したが，低薬量区
では枯殺しきれなかった M 株，L 株
が回復し，開花に至った。しかし，飼
料用トウモロコシや牧草に登録のある
トルピラレート水和剤，フルチアセッ
トメチル乳剤，MDBA 液剤では S 株
や処理後の早い時期で枯死や白化，黄
化，捻転などが認められたが，処理後
1 か月から 2 か月が経過するに従って
回復してきた。

これらの結果から，飼料畑や採草地
にナルトサワギクが入り込んだ時には
防除が困難になることから，侵入前や
周辺を含めた防除が重要であると指摘
された。

周辺に広く繁茂するナルト
サワギクを抑制するための
一考察

既に述べたように，ナルトサワギク
は新規造成地などの解放された土地条
件で多発することが知られており，他
の既存植生のあるところでは発生が抑
制されることも観察されている。しか
し，ナルトサワギクから他の植生へと
植生誘導するためには，出来るだけナ
ルトサワギクの群落を縮小し，シード
ソースとしての開花結実を制御する必
要がある。そこで，ナルトサワギクの
純群落が広がっているところで，出来
るだけ長期にわたってナルトサワギク
の生育を抑制するための方法について
検討した（須藤ら 2022）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 兵庫県淡路島におけるナルトサワギクの分布確認箇所 とその周辺の様⼦ 
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2020年の冬季から，ナルトサワギ
クが自然発生する兵庫県洲本市の非農
耕地と法面で表 -2に示した薬剤のナル
トサワギクに対する効果を調査した。
試験区の大きさは非農耕地では1.9m×

3.5m，法面では1.5m×6mで，それぞ
れ 3反復で行った。2020 年 12月 11
日に薬剤を処理し，その後約1か月ご
とに被度を調査した。
図 -2 に非農耕地での，図 -3 に法面

での処理後の各区の被度の推移を，図
-4 に非農耕地での処理区ごとの時期
別の空撮画像を示した。無処理区の
ナルトサワギクの被度は非農耕地，法
面とも試験開始前に平均 60%程度で

表-1 処理薬剤と処理量および処理後29⽇⽬の⼤きさ別の症状
薬剤名・剤型(含有量) 適⽤作物 薬量( /10a) S株 M株 L株
無処理 - - ⽣育停滞 下位葉夏枯れ 開花

2,000mL 枯死 枯死 枯死
1,000mL 枯死 枯死 枯死
2,000mL 枯死 枯死 枯死
1,000mL 枯死 枯死 枯死
3,000mL 枯死 枯死 枯死
1,000mL 枯死 枯死 枯死
1,000mL 枯死 枯死 枯死
500mL 枯死 ⻩化 ⻩化
75mL ⽩化 ⽩化 ⽩化
40mL 枯死 ⽩化 ⽩化
10mL 枯死 なし 褐変
5mL ⻩化 ⻩化 ⻩化

100mL 捻転 ⻩化・捻転 ⻩化
75mL 捻転 ⻩化 捻転

注）穂坂ら 2019 を⼀部改変。フルチアセットメチル（5％）乳剤は有効成分投下量をそろえてフルチアセッ
トメチル（2％）乳剤で代⽤した。

グリホサートカリウム塩(48%)液剤 樹⽊等

グルホシネート(18.5%)液剤 樹⽊等

アシュラム(37%)液剤 樹⽊等

MDBA(50%)液剤 牧草

ビスピリバックナトリウム塩(3.0%)液剤 樹⽊等

トルピラレート(10.4%)⽔和剤 飼料⽤トウモロコシ

フルチアセットメチル(5%)乳剤 飼料⽤トウモロコシ

表 -1　処理薬剤と処理量および処理後29日目の大きさ別の症状

表-2 試験区の構成（2020〜2021年，有効剤の効果確認）
No. 薬剤名 処理量

600mL/100L/10a(⾮農耕地)
3,000mL/100L/10a(法⾯)

2 グリホサートカリウム塩(48%)液剤 1,000mL/100L/10a
3 塩素酸ナトリウム(60%)⽔溶剤 10kg/100L/10a
4 塩素酸ナトリウム(50%)粒剤 40kg/10a
5 無処理 −
6 DBN(4.5%)粒剤 15kg/10a
7 DBN(4.5%)粒剤 10kg/10a
8 DBN(3.0%)・DCMU(2.0%)粒剤 10kg/10a

1 アシュラム(37%)液剤

表 -2　試験区の構成（2020～ 2021年，有効剤の効果確認）
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図 -2　非農耕地でのナルトサワギクの被度の推移（2020～ 2021年）
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図 -3　法面でのナルトサワギクの被度の推移（2020～ 2021年）
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あったが，非農耕地では3月頃までは
ゆるやかに増加し，法面では 55％程
度を維持し，その後 4月から 5 月に
かけて急速に拡大した。しかし６月に
入ると倒伏し始め，倒伏した部分では
落葉し，新葉の展開は少なく，花柄も
伸長せず，開花数は極端に少なくなっ
た。この傾向は 7月以降も続き，8月
には被度も 10%程度（観察のみで未
調査）となり，大半の個体が枯死する
に至った。
非農耕地での処理区では，アシュ
ラム液剤区については処理後ゆっく
りと被度が減少し 3月に最も低くな
り，その後増加した。グリホサートカ
リウム塩液剤，塩素酸ナトリウム水溶
剤・粒剤区では，処理後 1 ～ 2 か月
でナルトサワギクは完全に枯死した。
枯死後の裸地状態は 4月頃まで続き，
4 月以降，新たな実生が一斉に芽生
え，6月には被度 70%以上となった。
DBNを含む 3剤区については，処理
後１か月ほどはほとんど降雨がなく，
DBNによるナルトサワギクへの抑草
効果はわずかで逆に開花数の増加など
がみられた。しかし 1月の終わり頃
からナルトサワギクが枯死し始め，そ
の後枯死株の増加とともに被度は減少
した。枯死株による裸地化には程度の
差はあったが 7月頃まで続き，グリ
ホサートカリウム塩液剤や塩素酸ナト
リウム水溶剤・粒剤処理区のような裸
地での実生の発生は５月頃までは全く
認められず，その後の発生もわずかで
あった。
法面では，アシュラム液剤区につい

図-4 2021年12⽉から2022年7⽉までの各処理区の空撮画像

2021/6/6 2021/7/192020/12/11 2021/1/4 2021/2/11 2021/3/10 2021/4/11 2021/5/6
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グリホサートカリウム塩液剤

DBN粒剤 15kg

DBN粒剤 10kg

DBN･DCMU粒剤

注）2021/5/6
の画像は空撮
できなかった
ため地上から
の撮影で画⾓
が異なる。

図 -4　2021年 12月から 2022年 7月までの各処理区の空撮画像
注）2021/5/6 の画像は空撮できなかったため地上からの撮影で画角が異なる。
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え，6月には被度 70%以上となった。
DBNを含む 3剤区については，処理
後１か月ほどはほとんど降雨がなく，
DBNによるナルトサワギクへの抑草
効果はわずかで逆に開花数の増加など
がみられた。しかし 1月の終わり頃
からナルトサワギクが枯死し始め，そ
の後枯死株の増加とともに被度は減少
した。枯死株による裸地化には程度の
差はあったが 7月頃まで続き，グリ
ホサートカリウム塩液剤や塩素酸ナト
リウム水溶剤・粒剤処理区のような裸
地での実生の発生は５月頃までは全く
認められず，その後の発生もわずかで
あった。
法面では，アシュラム液剤区につい
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須藤・穂坂：兵庫県淡路島におけるナルトサワギクの分布，生態および有効除草剤の探索　19

ては，畦畔で使用可能な 3,000mL/100L
処理を行ったところ，翌年の 2 月に
は被度 26% にまで低下し，3 月には
10% 以下になった。その後もナルト
サワギクの被度が増大することはな
かったが，ナルトサワギクが枯死した
裸地部分でレモンエゴマが多発し，レ
モンエゴマの被度は 80% から 90% で
あった。グリホサートカリウム塩液剤，
塩素酸ナトリウム水溶剤・粒剤区では，
1 ～ 2 か月後にはナルトサワギクは完
全に枯死した。その後 4 月以降に新た
な実生が認められ，グリホサートカリ
ウム塩液剤区では 5 月以降被度 65%
程度にまで優占し無処理と変わらなく
なった。一方，塩素酸ナトリウム水溶
剤・粒剤区ではレモンエゴマが優占
し，ナルトサワギクの被度は 10% ～
25% 程度であった。DBN を含む 3 剤
区の被度は，処理後減少を続け 6 月に
は 10% 以下になった。レモンエゴマ
が優占することはなかった。

これらのことから，９月初め頃のナ
ルトサワギクの発生密度が比較的低
い時期に非選択性の除草剤を処理し，
その後，株が目立ってくる 11 月から
12 月の冬季に DBN のような種子の
出芽抑制の効果も期待できる剤を組み

合わせることで年間を通じて抑制でき
るのではないかと期待された。

これらの結果を踏まえ，ナルトサワ
ギクが自然発生する兵庫県洲本市の非
農耕地と法面で，夏季の非選択性除草
剤の処理，冬季の DBN 粒剤の処理に
よりナルトサワギクに対する効果を大
区画で検討した。

表 -3 に試験区面積と処理の概要を
示した。

反復は設けなかった。試験開始前
の 2021 年 7 月 19 日から 8 月 26 日，
12 月 16 日および 2022 年 2 月 14 日
から約1か月ごとに2022年7月まで，
処理区ごとの被度を調査した。

図 -5 に非農耕地と法面での被度の
推 移 を， 図 -6 に 2022 年 6 月 30 日
の非農耕地，法面および無処理区での
ナルトサワギクの生育状況の写真を
示した。試験開始前（7 月 19 日）の
ナルトサワギクの被度は， 非農耕地 I で
46％であったが， その他の非農耕地， 
法面とも約 20％であっヒ。7 月から 8
月にかけてのナルトサワギクはいわゆ
る「夏枯れ」で，8 月 26 日の被度は
4%~10% と小さくなった。しかし，草
高は 35cm 程度あり，「夏枯れ」と思わ
れる個体でも，株の基部では生存して

いる も のがあった。
非農耕地，法面とも 8 月末のグリ

ホサートカリウム塩液剤や塩素酸ナト
リウム粒剤の処理により 10 月初めに
はほぼ枯死した。 12 月 16 日の調査
では塩素酸ナトリウム粒剤処理区の非
農耕地 II で被度 10％と最も低く，グ
リホサートカリウム塩液剤処理区の 
法面 I では被度 15％にまで抑制され
ていた。

11 月 30 日 に 法 面 で，12 月 16
日に 非 農 耕 地 で DBN4.5 ％ 粒 剤 を
10kg/10a あるいは 15kg/10a 処理し
た結果翌年の 2 月から 3 月に各処理
区で被度が減少した。その後新たな実
生の発生などは少なく，被度が低い状
態は 7 月初め頃まで継続した。

まとめ
侵入してしまったナルトサワギクを

駆逐するため，手取りや刈り払いなど
の物理的防除，除草剤などを使った化
学的防除，昆虫や微生物などによる生
物的防除，牧草類や他の植生への変
換などの耕種的防除など様々な防除
法が検討されたり実施されたりして
いる（Sindel 2009; 藤原 2020; 黒川 
2022; Wijayabandara et al. 2022; 與

表-3 試験区の構成（2021〜2022年，体系防除での実証試験）
⾮農耕地Ⅰ ⾮農耕地Ⅱ 法⾯Ⅰ 法⾯Ⅱ

⾯積（㎡） 560 220 220 70

2021/8/26処理
グリホサートカリウム塩

(48%)液剤
500mL/100L希釈

塩素酸ナトリウム(50%)
粒剤  40kg

2021/11/30処理 - - DBN(4.5%)粒剤 15kg DBN(4.5%)粒剤 10kg
2021/12/16処理 DBN(4.5%)粒剤 15kg DBN(4.5%)粒剤 10kg - -

グリホサートカリウム塩(48%)液剤
500mL/100L希釈

（草⾼の⾼い個体を⼀部刈り払い）

表 -3　試験区の構成（2021～ 2022年，体系防除での実証試験）
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図 -5　薬剤を組み合わせて処理した時の非農耕地および法面でのナルトサワギクの被度の推移（2021～ 2022年）
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語 2023）。ナルトサワギクを完全に
枯死させることはなかなか困難である
が，繁茂を抑制するための除草剤使用
方法としていくつかが示唆された。

まず，作物や植生のある中で生育し
たナルトサワギクを防除するための方
法として，非選択性除草剤のスポット
処理を検討し，いくつかの薬剤でナル
トサワギクに対して有効な効果が認め
られた。しかし，適用作物や適用場面
は薬剤によって異なり，ナルトサワギ
クの防除を目的とした今後の適用拡大
が望まれる。

次にナルトサワギクの生育を年間通
して抑制するための一つの方法とし
て，９月初め頃の夏枯れでナルトサワ
ギクの発生密度が比較的低い時期に
塩素酸ナトリウム粒剤の 40kg/10a 処
理やグリホサートカリウム塩液剤の
500mL/10a を処理して枯死させ，そ
の後，冬場の実生株が目立ってくる
頃に DBN4.5 粒剤のような種子の出
芽抑制の効果も期待できる剤を 10kg
～ 15kg/10a 処理するという組み合
わせで，ほぼ年間を通して被度 10%
～ 15％程度に抑制できる可能性が示
された。しかし，塩素酸ナトリウム粒

剤の 40kg/10a 処理，DBN4.5 粒剤の
15kg/10a 処理はナルトサワギクに対
して適用雑草としての登録がなく今後
の適用拡大が必要になる。また，これ
らの薬剤処理区でカヤツリグサ，レモ
ンエゴマ，カラクサナズナ，トキンソ
ウなどの草種の発生がみられたことか
ら，今後，ナルトサワギクの被度の抑
制と合わせて，他の草種への植生の変
換なども検討していくことが望まれる。
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図 -6　�2022�年�6�月�30�日のナルトサワギクの発⽣
状況

（上；法面での発⽣状況）四角い⾚枠が試験区
（中；非農耕地での発⽣状況）四角い⾚枠が試験区
折れ線で囲った部分がナルトサワギクの発⽣個所�区
内のナルトサワギク以外はカヤツリグサ類，カラク
サナズナ，キツネノボタン，マンネングサ類など
（左；無処理区での発⽣状況）⾚枠の中はすべてナ
ルトサワギク


